
 

滋賀県がん診療連携協議会 議事結果報告書 

 

会 議 名 令和元年度 滋賀県がん診療連携協議会 第２回研修推進部会 

開 催 日 時 令和元年10月４日（金） 18：00～19：10 

開 催 場 所 滋賀医科大学医学部附属病院 第４会議室（病院４階） 

出 席 者 【部会員】 

滋賀医科大学医学部附属病院  村上 節（部会長） 

大津赤十字病院        片倉 浩理（副部会長） 

滋賀県立総合病院       財間 正純（副部会長） 

滋賀医科大学医学部附属病院  多川 晴美 

大津赤十字病院        吉田 友紀 

滋賀県立総合病院       小野原 明子 

公立甲賀病院         山崎 道夫 

彦根市立病院         木下 千恵美 

市立長浜病院         田久保 康隆 

市立長浜病院         山岸 美紀 

高島市民病院         武田 佳久 

高島市民病院         前川 直美 

市立大津市民病院       峠岡 佑典 

草津総合病院         小林 遊 

滋賀県歯科医師会       高山 真一 

滋賀県看護協会        西井 美恵子 

滋賀県臨床検査技師会     松井 まり子 

滋賀県歯科衛生士会      玉井 文子 

滋賀県栄養士会        鈴木 真理 

滋賀県病院薬剤師会      寺田 智祐 

滋賀県健康医療福祉部     野坂 明子 

滋賀県立総合病院       川邊 義巳 

【オブザーバー】  

滋賀県がん患者団体連絡協議会 菊井 津多子 

滋賀県がん患者団体連絡協議会 柳田 英代 

滋賀県がん患者団体連絡協議会 塩飽 孝子 

【事務局】 

滋賀医科大学医学部附属病院  浅井 由孝 

滋賀医科大学医学部附属病院  黒瀬 和美 

滋賀医科大学医学部附属病院  野原 悦子 

（敬称略）            

欠 席 者 【部会員】 

公立甲賀病院         利田 みゆき 

彦根市立病院         吉川 浩平 

済生会滋賀県病院       鴨井 和実 

近江八幡市立総合医療センター 中野 且敬 

長浜赤十字病院        馬場 弘道 

東近江総合医療センター    目片 英治 

滋賀県医師会         中村 隆志 

滋賀県薬剤師会        小杉 奈緒 

滋賀県放射線技師会      平田 誠 

（敬称略） 



 

議 事 概 要 １．報告等 

・部会長より、今年度より新しく部会員となられた方及びオブザーバーの方々の紹介があ

った。 

 ・前回の部会の議事概要について再度確認の依頼があった。 

  

２．議題 

（１）令和元年度の取組について 

１）がん関係フォーラム、講演会等開催予定、受入人数について 

  医療圏ごとに報告があった。 

 （大津医療圏） 

  ５大がんでの開催数は、大腸以外は開催予定があり、参加人数、満足度も概ね良い。 

 （湖南医療圏） 

  ５大がんについては、肝以外網羅している。また、今注目されているがんゲノム医療につ

いても数多く計画している。 

 （甲賀医療圏） 

  いつもどおり、就労やリハビリについて多く開催している。がんについての市民公開講座

を甲西文化ホールで10月12日に開催する。また、９月20日には、外科の医師が高校へ出向き

がん教育を行った。 

 （湖東医療圏） 

５大がんについては、８月に開催した「５大がんの早期診断と治療」により網羅してい

る。就労支援を多く開催しているが、参加者が少なく広報が不足している。また、去年台

風で延期となった「ホスピス緩和ケア」についての講演会を９月22日に開催し参加者は150

名であった。 

 （湖北医療圏） 

  ５大がんについては数年前に一通り行ったため、総論的なものが多くなっている。７月７

日に開催した「湖北がんフォーラム」では、309名の参加があり、満足度は少し辛口の評価

で79.2%であった。講師として有名な先生に来ていただくと、参加者が400名を超えることも

あるので参考にしていただきたい。 

（湖西医療圏） 

 今年度は中学校でのがん教育を６回行う予定である。臨床心理士による「がん教室」も

行っているが、満足度は高いが参加者は少ない。また、２月に公開講座を予定している。 

 

２）看護ワーキンググループ活動報告 

 多川部会員より、今年度の取り組みについて説明があった。 

基礎編については、大津医療圏、湖南医療圏、湖北・湖東医療圏合同で開催し、歯科衛

生士の方にも参加していただいた。全６科目の受講者は65名で満足度も高かった。 

演習編については、９月から12月にかけて大津医療圏、湖南医療圏で開催する。演習編

の教材として、今回初めて事例集を作成し、今後はブラッシュアップしていく。 

また、がん対策情報センター研修にワーキングメンバーが参加した。 

 

３）臨床検査技師の人材育成 ～がん診療関連～ 

  滋賀県臨床検査技師会の松井氏より、検査技師の人材育成の取り組みについて資料に基づ

き報告があった。 

  認定資格については、保険診療点数に関係する資格ではなく、モチベーションだけであり、

目に見えるメリットがないことが懸念される、との意見が出された。 

 

 ４）国立がん研修センターの研修計画について 

  各病院で持ち帰っていただき、参加について検討いただく。 

 

 ５）各団体の取組について 

  各団体より報告があった。 



 

（滋賀県歯科医師会） 

口腔がんチェックのステッカーを作成したが、全国で初めてであるため問い合わせが来

ている。また、実施している医療機関を「がん情報しが」からアクセスできるようにした。 

（滋賀県看護協会） 

がん患者のアピアランスケアについて11月に研修会を企画している。また、12月５日に

滋賀県看護学会を開催し、午後には県民の方も含めて「意思決定支援」について、神戸大

学の木澤義之先生にお話いただく。アドバンス・ケア・プランニングは、がんに特化する

ものではないが、多くの方の参加をお願いしたい。 

（滋賀県臨床検査技師会） 

県内で実施される健康フェスティバルに参加し、がんに関連する啓発活動を行う。また、

主催で「検査と健康展」をイオンモール草津で開催する。遺伝子・染色体部門では、最新

のがんゲノム医療についての研修会を12月14日に行う。 

（滋賀県歯科衛生士会） 

歯科衛生士会のホームページに、がん看護研修〈基礎編〉のリンクを貼って参加者を募

り、約10名が受講した。また、１月26日には、診療所に勤務する歯科衛生士のためのがん

患者の口腔機能管理をテーマに研修会を行う。 

（滋賀県栄養士会） 

10人以上が、がん病態栄養専門管理栄養士の資格を取得している。また人材育成として、

ボーリズ記念病院でホスピスに関わる栄養士が講師となり、研修会を開催する予定である。 

（滋賀県病院薬剤師会） 

滋賀県がん薬物療法conference、地域のがん薬物療法を支える薬剤師養成コースのセミ

ナーおよびハイリスクがん患者がん薬物療法セミナーを予定しており、今後も継続して行

っていく。 

 

６）アクションプランについて 

  計画どおり順調に取り組んでいるが、まだ、期間の途中であるためＢ評価とすることで了

承された。 

  

７）ＰＤＣＡサイクルについて 

  （案）のとおりとすることで、了承された。 

  

（２）その他 

 １）滋賀県より 

  11月９日に開催される県民公開講座の案内があり、各施設においてチラシを設置いただく

よう依頼があった。 

 

 ２）歯科医師会より 

  唾液を検体として、がんのリスクを検査することについて、マスコミで紹介されたが、こ

のことについて、意見の照会があり、部会員より、有名な医療ジャーナルでのエビデンスは

低いとの回答があった。 

 

３）がん患者団体連絡協議会より 

 がん教育専門部会の報告があった。学校でがん教育を行う保健体育の先生を対象に、長

浜市と高島市で研修会が行われた。生徒の中には、患者本人、両親や祖父母ががん患者で

ある場合があり、どのようにがん教育を行っていくかについては、各病院のがん相談支援

センターを利用していただくよう説明があった。 

そ の 他 特になし 

 以上のとおり報告します。                          令和元年10月15日 

滋賀県がん診療連携協議会 会長 様 

   研修推進部会 部会長 村上 節 


